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l はじめに  

かび毒（マイコトキシン）は，かびの第二次代謝産物  

で，一般に低分子化合物が多く抗阻性は持たないが，タ  

ンパク質と特異的に結合するものもあり，ヒト・動物な  

どに種々の障害を起こす。本物質の特徴は，ヒト・家畜  

等が，かび毒に自然汚染された食物や飼料の摂取を継続  

した時，主たる急性症状をみないまま，発癌を頂点とす  

る重篤な慢性障害に移行する点にある。発癌性マイコト  

キシンの代表的なものは，化学発癌物質に多く認められ  

る作用メカニズム，すなわち生体内代謝により活性化さ  

れ，作用発現に至るが、それ自身直接作用する場合もあ  

る。いずれにしろ，大部分のマイコトキシンは一旦食物  

に混入すると，普通の調理・加熱では分解されない程度  

の耐熱性を持ち，食品衛生上，難しい問題を含んでいる。  

したがって，医科学，微生物学，毒性学，天然物化学分  

野における基礎的な究明もさることながら，金物，飼料  

などに関するマイコトキシン汚染をいかに防止するかが  

重要で，有害かびの菌学的同定・分布調査及び化学的分  

析に基ずく自然汚染状況の実態把握は不可欠である。   

数年来，著者らは代表的な発癌性マイコトキシンとし  

て知られるオクラトキシン（OCT）について，産生菌  

の分離・培養・同定並びに分離・抽出，さらに食品類に  

含まれるOCTの分析法の研究を通じて，OCT汚染問題  

の解明に取組んでいる。本稿では，OCTの由来とその  

性状，及び分析方法などについて，著者らの調査結果も  

織込みながら紹介する。  

Ilオクラトキシンの生産菌及びオクラトキシン   

の毒性  

OCTは，南アフリカ産トウモロコシ由来の分離株  

A岬愕ゴ仇50CんγαCe混ざから産生される有毒代謝産物1）  

として見い出され．その後Brounら2）による妊娠ラット  

の実験で催奇性が．さらに蟹沢ら3）のマウス実験で腎臓  

での発癌性が確認された。このようにOCTの毒性は，  J■l  

当初肝毒性が強調されたが，最近は腎毒性も注目される  

ようになった4｝。LDぅ。の値こ’‾自）を見ると，OCTAがラッ  

トで20mg／Kg（p．0），サル3246mg／Kg，そして  

アヒルヒナで150〃g／汎 ブタでは8．1－9．1mg／Kgで  

あるが，作用メカニズムの詳細は，今のところ不明であ  

る。Purchaseら7）1g）は．ホスホリラーゼが阻害され．肝  

グリコーゲンが増加すると結論づけたが鈴木ら】C）は肝細  

胞への血糖障害が起り，肝グリコーゲンは減少すると報  

告した。蟹沢ら3）はマウスによる発癌実験について，248  

～276〟g／dayづつ，15週間の投与（OCTrAの投与  

量総計は26－29mg）で腎細胞癌の発生を認めた。   

現在までに，OCTの生産菌はA岬管王仇5層及びPe打  

icfJJよ祝m属で14種が発見されている。1）G川12サ なわち，  

A叩瑠f仇ぷOCんγαCe祝5Ⅳj伽J椚を代表としてA・αJト  

王αCe㍑5・A・0β才fα乃祝β，A・peけαたよf，A・eJegαれ5，A・5祝一  

Jp玩γeα5．A．meJJe祝5，A．5CJeγ0亡血祝仙並びに路打 ■ヽ  

ic汀仙川い止砧九∽烏川βはじめP・COmm祝乃e，P・りCト  

叩前川いP・γαγfα占fJe，P・p祝γp祝γγeざCe乃β，P・pα的α那  

などの報告例がある。   

OCTの化学構造（il川，図1に示すように7－Carboxy－  

5－Chloro－3，4－dlhydro－8－hydroxy－3R－methyllSOCu－  

marin核が，7位でL－β－Phenylanineと結合を持つ数  

種の式で表わされる。OCT－Aの脱クロTル体はOCT  

B，ethylester体はOCT－Cと命名され，ほかにこれら  

のmethylester休も存在するc 4－hydroxy－A（il”．p  

γiγfd王cα‡祝mから得られた化合年勿であるが，動物にAを  

投与した時に，尿中から検出される代謝物でもある。  

これらの化合物のうち，動物への毒性及び自然汚染の頻  

度などの理由から，とりわけAが問題視される。  
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オクラトキシンオクラトキシンの性状と分析方法－  

分離し，薄層用自記濃度計で定量した。   

※2）液体培地は，100mlあたり，シュークローズ4  

gとイーストエクストラクト2gを加え，菌を  

接種・培養ののち，同様に操作し，定量した。  

生量を比較した。表1に示すように，穀物培地のうち割  

砕小麦が特に良好な結果を与え，このことはSchindler  

らの報告25）とも良く符合した。培養物からOCTを抽出・  

精製する仕事は，精力的に検討されている。Scottら26）  

は，トウモロコシ培養物からOCTを抽出するため，ま  

ずクロロホルムメタノール（1＋1）で純血 続いて  

粗抽出物をクロロホルムに溶解し，水洗，重ソウ溶液へ  

逆分配ののち．酉変性として再抽出する方法によった。M－  

erwe2R）は，さらにイオン交換クロマト及び分配クロマ  

トを用いて，OCT混合物AとBの分離を行なった。また．  

Chu27）とNesheim3C）らは，クロロホルムーメタノール抽  

出物をn－ヘキサンのほかに熱クロロホルム処理し，濃  

縮した沈澱を重ソウ液で南柏出し，酸性下でクロロホル  

ム転宿ののち，酸性シリカゲルクロマト処理，イオン交  

換クロマト精製によりAとBの結晶を得た。多くの報告  

例が操作的に類似しており，溶媒は酢酸エチル，クロロ  

ホルム等使用していう）る。近年，熊田ら2勺）は，かび培養  

米にクロロホルム酢酸混液を加え，抽出物を東ソウ液  

に転溶ののち，酸性でクロロホルム抽出し，シリカゲル  

カラムによるグラジュント溶出の方法を用いてAとBを  

単離した。  

培養基（1FM4443株280c，9日間培養）  

COORl   

！l  

CH㌻－CH－NH－  0  0H O 旦常cH3  

〇  

RI R2  R3  

H CI H  
H H H   

Et CI H  

A methylester Me CI H  

B ethylester Et fi H   

B methylester rvle H H 

4hydroxylA H Cl OH  

図1．オクラトキシンの構造  

川 オクラトキシン生産菌の培養並びにオクラト   

キシンの抽出  

／－  

OCT生産菌の検索の際，使用される培地としてCzap－  

ek寒気 Raper and Fennel13），Raper and Thom14）  

の培地．更に変法培地1りとしてFerrelraの培地にグルタ  

ミン酉安，酵母エクストラクトを加えたもの及びポリペ  

プトンやL－フユニルアラニン添加培地など知られて  

いる。LT‾3CJ OCTの産生条件ン＝として，A．ocんγαCe祝5は  

A＼～「値が0．88でもOCTを産生するが，P．γfγfdfcα才祝m  

はA＼＼†0．90以下では，OCTを産生できない。また温度に  

よOCT産生性をみると，A．ocんγαCe〟5は120c以下では  

OCTを産生しないが，P．γ王γ∫dfcα古址mは4～31Ccの温  

度範囲においてOCTを産生した。普通は，温度25～28  

〇c．高い湿度で1～2週間，暗所にて静置培養を行な  

′－うのか良いとされているc  

著者ら2巨2－〉は，OCT生産性の高い検定用培地を選ぶ目  

的で．数種の穀類及び液体培地の試験を行なった。すな  

わち，OCT生産菌A．ochraceusIFM4443株を米，小麦  

大麦など穀類に．また4％シェークローズ，2％イース  

トエクストラクト含有の液体培地に接種して，OCT産  

表1．培地の違いによるオクラトキシンAの産生量比較  

←CH3COOEtlOM，50m2，50ml   

り振凋 30う）  

ii）ロ過  

CH3COOEt屑  

5％Na2CO3  

垢退10分  

i）PH調整，（1＋l）塩酸PHI  

CHCg3層  
撮現  

CHC（〉3 50爪gX2  

i）水洗  

ii）乾燥（無水硫幣ナトリウム）  

iii）減圧留去  

CHC禽溶解  
トグラフイ■ （鍔159  カラムクロマ  

i）洗浄：n－ヘキサン150れg  
li）洗浄：ベンゼン150mJ  
ii（）溶出：CHCe3－CH30H（97＋3）  
i〉）TLC検定後，溶媒留去  

残
 
 

－
 
機
 
 

器分析：薄屑クロマトグラフィー  

愈1）穀物培地は，穀物30gに水15ml加え，A．ocんγα－  

ce混ざを接種して．280c，9日間培養像 抽出・  
図2 オクラトキシンの分離精製法  
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著者ら21）・23）は，図2の操作法を作成し，収量良くOCT  

を分離した。まず抽出溶媒は，実験室で汎用される各種  

溶媒について，抽出率を調べた。小麦にOCTAを添  

加して検討したところ，クロロホルム，テトラヒドロフ  

ラン，エーテル，酢酸エチル，ベンゼンなどで良好な値  

をみた。特にクロロホルム，エーテル，酢酉麦エチルは10  

0％近い回収率であった。しかし，抽出物を有機溶媒か  

らアルカリ溶液層に転溶する際，エマルジョン形成に伴  

う妨害など考慮して，酢酉安エチルを選択した。また転溶  

に供するアルカリ溶液として，従来から重ソウ液を推奨  

する傾向が見られたが，表2で明らかな様に5％炭酸ナ  

トリウム液を用いた場合，良い値が得られた。次の液液  

分配操作，すなわちアルカリ溶液を酸性に変え，有機溶  

蓑2．オクラトキシン抽出用アルカリ溶液の比較  

媒で再抽出する段階では，図3に示すように塩酸酉変性で  

PHl以下とし，クロロホルム抽出を行うのが良いと思  

われた。得られた抽出物は．0．5％含水シリカゲルカラ  

ムで単離・精製するものとし，n－ヘキサン，ベンゼン  

で洗浄ののち，クロロホルムメタノール混液にて溶離  

を行なった。   

各溶離フラクションは，TLC確認を行なってOCTの  

AとBに分離した。OCTは．官能基の特性上，活性シリ  

カゲルカラムを用いると，強い吸着作用のため回収率の  

低下を招く。そこで著者らは，含水カラム及びメタノー  

ル等の溶離溶媒の組合せにより操作を行なった。  

1V 穀類及び食品類のオクラトキシンによる自然   

汚染  

J■＼   

OCT生産性を有するかびの種頬は多いが，現在まで  

に報告のあったOCTの自然汚染例は．A．ocんγαCe址5及  

びP．γよγfdfcαf祝mの2菌種によっている。Shot＼＼rellらコ1ノ  

によりトウモロコシ汚染が，またScottら12ノにより小麦  

の汚染例が検出され以降．麦頬，豆類，飼料など，主と  

して穀物汚染が報告されている。3′ト3G）本邦では，内山ら17）  

により長崎の米から50ppbのOCTAが初めて検出され  

た。一方，菌検索の例として，山崎ら削は米穀からA．0－  

cんγαCe混ざを得たと報告している。現在ではこのほかに，  

小麦．大豆，アズキ，ピーナッツ，コショウ，味噌，コー  

ヒー豆，煮干，カツオブシ．ソーセージなどの穀物・食  

品類について，検出例が知られている。5）・6）l…りi2）同様に  

OCT生産菌P．γ王γ王dfcα才祝mによる汚染例として，杉本ら1】）  

は，北海道の穀物倉庫における長期貯蔵米からOCT－  

A，シトリニン及びステリグマトシスチンの複合汚染を  

認めたが，それら起因菌の1種としてP．γ汗浦cαh㈹を 一＼  

検出した。森ら43）はカツオプシ23検体を調査して，1検  

体から1．36ppmのOCTAを検出した。   

畜肉製品でも，貯蔵肉からP．γfγfdicα亡祝mが分離され  

た俳4）もあるが，著者1‾4りらは金肉工場の低温庫に保存  

された牛肉から，0．36pprnのOCT－A並びに0．42～1．44  

ppmのシトリニンを検出した。さらに菌検索の結果，  

これらのマイコトキシン生産能を持つP．γfγfdfcα古〟m  

を分離した。消費者からの苦情で，かび着生のフランス  

製クリームチーズが当研究所に持ち込まれ，検索したと  

ころ，OCT生産能のあるP．γ王γid王cα亡祝mと同定された。17）  

しかし，今までのところ我が国では．食肉・乳肉製品の  

実態調査は充分になされていない実情にあり，さらに詳  

細なデータ蓄積が望まれる。  

抽出溶液♯   チャート積分値♯※ 相対比率（％）   

3％ NH40H   2．2  84．6   

1％ NaOH   2．3  88．5   

5％ Na2CO3   2．6  100   
Sat．NaHCO3   2．0  76．9   

♯ 酢酸エチル層からオクラトキシンAを抽出した  
場合のアルカリ溶液層  

数※ TLCクロマトグラムを薄層デンシトメーターにて   

計測し，ピーク面積より算出  

抽出率（喀）  

1  2  3  4 pH柄  

図3．オクラトキシン抽出率に及ぼすPH効果  

（註）抽出溶媒はクロロホルム．溶液は塩醸  

酸性とした。  
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オクラトキシンオクラトキシンの性状と分析方法  

∨ オクラトキシンの分析法  

1．オクラトキシンの抽出・クリーンアップ法  

既述の通り，OCTの自然汚染は穀物を主体にした例  

が多く，したがって分析法も穀物を中心に考案された操   

作法が大部分である。制Steynら5）は，トウモロコシ製品  

を分析する際クロロホルムーメタノール混液でソック  

スレ一拍出を行ない，これにクロロホルムを加え，炭酸  

ナトリウム溶液で逆抽出ののち，液層を酉変性にし．再び  

クロロホルムへ転溶した。ほかに，クロロホルムによる  

繰返し抽出，メタノール水ヘキサン混液で抽出し，  

セライト処理する方法，さらにクロロホルムー水で抽出  

シリカゲルカラムで製精する方法などもある。償‾記内山ら郡は，  

メタノール3％炭酉受水素ナトリウム混液により抽出し，  

／－酸性としてクロロホルム抽出，さらにシリカゲルカラム  

で精製する方法により，米試料のOCT－A添加回収試  

験で良い結果を得た。いずれの方法においても．カラム  

クロマトによる最終的なクリーンアップ操作は，シリカ  

ゲルに保持させ，n一ヘキサン．エーテル．クロロホル  

ム等で洗浄，続いてベンゼン，アセトン，メタノール，  

酢酸，ギ酉麦などを適宜組合せて溶出するパターンが多い。  

近年，マイコトキシン分析法の傾向として，単一目的  

物のみを検出する方法以外に．数種類以上の物質の同時  

分析 すなわちマイコトキシンの複合汚染に適用可能な  

方法の開発も行なわれている。Eppley51），G01inski52）ら  

は，食品中のOCT．アフラトキシン．ツェアラレノン  

の同時分析について，Kennethら5ユ）はフォミトキシンに  

セカロン醸をもつけ加えて，またSt010ffら51〕はステリ  

グマトシスチン，バツリンも含めて，各種穀類に適用で  

きる方法を報告している。さらに，Roberts55）．GlmeL  

′－noうゎ），武野7） らの報告によると・穀類中の10数種類のマ  

ルチマイコトキシンについて分析が可能となった。これ  

らの方法は，すべて7セトニトリル一塩化カリウム混液  

による抽出を基礎としているが．著者ら15▲46）5R‾59－ が7セ  

トニトリル，メタノール，アセトン．ホルムアミド．ジメ  

チルホルムアミド，ジメチルスルホキサイドなどについ  

て検討したところ．同一の結論を得た。すなわち，7セ  

トニトリルはマイコトキシンに対する抽出率も比較的良  

いが．ことに食品中の妨害成分の取込みが少なく，液々  

分配の際，転溶が無駄なく行なわれた。そこで著者らは，  

アセトニトリルを主体にした溶媒系を用いて，抽出・ク  

リーンアップ等の操作にも改良を加えた（図4）．本法  

は穀類だけでなく，肉，チーズなど，脂肪，タンパク含  

量の高い金品へ有効に適用でき，OCT，シトリニン，  

アフラトキシン，ステリグマトシスチンの同時分析に有  

検休（509）   

LcI七CN＿。％KCe－2。％地SO。200，u  
（178＋加＋2）  

振索30分  

口過   残J  
／ cH3CN・水層100mA  

←クタン50舶  

イソオクタン CH3CN・水層  

／＋←H2050mゼ  
←CHCg350，30m∠  

C＝3茄＝有十振割出  

／ cHCg3層  
乾嵐Na2S04  

再媒留去（配）  

←CHCg3溶解10mゼ  

カラムクロマトグラフィー（シリカケル109）  

洗浄：n－ヘキサン 200mg  

CI℃め－MeOH（99＋1）150揖  

宿出：ベンゼンーアセトンー酢酸300mg  

（75十20十5）  

溶媒留去（減圧）  

・、■こ  

1有機溶媒0・5mg  

機器分析（TLC，HPLC etc．）  

図4 マルチマイコトキシンの分析法  

用であった。本法のカラムクロマトによる精製は．シリ  

カゲル担体を用いる方法と．セップパックCほカートリッ  

ジ（ウオーターズ）によるイオンペアークロマトグラフィ  

ーを使用する方法と、二通り検討し，良好な結果を得た。   

2．オクラトキシンの検出・定量   

従来．有機物検出に多大な威力を発揮したガスクロマ  

トグラフは．検出時に試料を高温でガス化するので，O  

CTなどの揮発性及び熱安定性を欠く物質を直接測定す  

るのは，不向きであった。しかし．本物質は，紫外線照  

射により特有のけい光を発するので，この性質は薄層ク  

ロマトグラフィー（TLC）による分離・検出時に，良  

く利用された。換言すれば．TLCはOCT分析において．  

大部分の報告例を独占していた。ところが近年，高速液  

体クロマトグラフィー（HPLC）の急速な発達に伴な  

い．また検出器性能の向上，分離カラムの改良も行なわれ．  

マイコトキシンの分野でもHPLCの報文が見られているe  

－9－   
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（1）薄層クロマトグラフィー   

薄層7こレイト上 3650Åの紫外線煩で照射すると．O  

CT－Aは青緑色．Bは青色，Cは明澄な緑色のけい光ス  

ポットとして観察される。OCT－Aの場合，肉眼によっ  

ても10ng程度の微量確孟忍が可能である言項潮 OCTは．  

カルポキンル基，フェノール性水酉安基など有するので，  

TI」Cはシリカゲル担体に展開溶媒としてギ酸，酢酸を  

含む溶剤系が多用される。、蓑3に文献上のTLC条件を，  

表3．オクラトキシン分析の薄層展開溶媒  

T L CのR f値♯  

溶 媒 系  ochratoxin A  ochratoxin B  

benzene：aCetic acid  
（4＋1）  

benzene二rnethanol：aCetic acid  
（12＋ 2 ＋1）  

toluene：ethylacetate：90％formic acid  
（5 ＋ 4 十1）  

Chloroform：methylisobutylketone  
（4 十1）  

chloroform：ethylether：acetic acid  
（17十 3 ＋1）  

d
 
 
 

a
 

X
入
用
 
0
混
便
 
 

※ Silicagelplate使用  

表4．オクラトキシンおよびシトリニン分析における薄層展開溶媒  

T L CのR f値  

Cltrinin  ochratoxin A   溶 媒 系  

0．59  

0．52  

0．43  

0．57  

acetone牒1acetate  O■15  

acetone：1％phenol：ethylacetate  
（16＋3＋16）  

1％phenoIsat．CfKI3：methanol  
（7 十 3）  

acetone：甲：ethylacetate  
（4＋1＋4）  

プレート：Adsorbosil－1（0，25mmlayer）UVlight（3650Å）下で検出  
J■＼   

薄層用自記濃度計を用いる。］7）Nesheim．10）chu，27）宮木  

ら2「J）は．同機器による測定で0．01～0．1〟g／spot，0．001  

～0．01〟g／spot並びに0．17～5．0［Lg／spotの濃度範囲  

において，OCTの検量線は直線性を示すと報告した。T  

LCの分離条件が決まれば，簡便で迅速な検出法である。   

著者ら…2）が使用した機器の測定条件及び検量線を，  

図5に示す。測定機器は，けい光装置としてⅩeランプ  

を使用，励起波長340nm，けい光波島450nm（OCTの  

実測値は入ex340nm，スem475nm）において0．05～5．0  

〃g／spot範囲で直線性があった。なお検出限界は0．02  

〟g／spotで，これは塩化アルミニウム．トリメチルア  

ミンによる処理ののちも，変化は見られなかった。  

（2）高速液体クロマトグラフィー   

HPLCは，TLCに比べ，測定に際していちどきに多  

表4に著者らがOCT及びシトリニンの同時分析を目的  

として検討した溶媒を示す。6＝1）ところで，展開後の薄  

層プレートを薬剤又は熱処理して，けい光強度を高める  

方法，すなわちけい光増強操作は，OCTを検出・確孟君  

するのに有効な手法と言える。例えば，属開した薄層プ  

レートに水酸化ナトリウム．炭酸水素ナトリウム，トリ  

メチルアミン，塩化アルミニウムなどの溶液を噴霧．加  

熱し，場合によってさらにアンモニア蒸気に曝露するな  

どの操作をすると，プレート上のOCTは輝青色一輝青  

紫色の強いけい光を呈する。プレート上で，目的物質の  

上に爽雑物が重なり，妨害が生じた場合，あるいは試料  

スポットが低濃度で不明瞭な場合に便利である。い5r）   

薄層クロマトゲラムから定量値を求める場合．肉眼判  

定による段階希釈法もあるが，一般にはけい光検出器付  

－10－  
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積分値   マイコトキシンへの適用か見直されている二Osborne∴  

Hunt∴ノJosefsson：；〉｝五卜用い〉～らは，Cl≒（ODS〕及ひC．  

系の逆相カラムにけい光検出器を組合せ、OCT－Aの  

高感度分析を行なった＝特に良い最小検出量ては，0．05n  

gときわめて低い値も得られた。最嵐 都立衛研では・  

ODSカラムに7セトニトリル1％リン醸の移動相．  

けい光検出器を用いて定性・定量を試み，OCT－A及  

びBの分離と，エステル化誘導体による確認を行なった。’T  

定量の際の検量線は．A，B共に1～10ngて直線性を示  

した。   

著者ら215”5C は，OCTほか数種類のマイコトキシンに  

ついて，けい光検出器．紫外部検出器を応用したHPL  

C測定を検討してきた＝ カラムは ポーラス型シリカケ  

ル，日本分光のファインジルと日立ゲル＃3030，移動相  

は，ノクロルメタンイソプロパノール及び2％酢醒飽  

和ノクロルメタンを使用し，穀牛勿へ∩添加回収試験を実  

施したところ，良好な分離ピークが得られた。更に，逆  

相分配カラム、ゾルバックスC－2．移動相にアセトニト  

リル水酢酸を用い．紫外郡検出器327nmのセット   

【xJ5．痔層用自記濃度計によるオクラトキシンAの検量線  

（測定条†′l）  

機＋器：けい）ヒ州足袋州寸∴披上長クロマトスキャナーCS－9】0  

波Ii：ス〔－X朋加m，スex450nl¶（l■・ルフィルター）  

モード：ノ叉別⊥じ．リニアースキャン  

／－くの検体処理が困難・コストパーフォーマンスか良くな  

いなどの理由から．報告例は余り見られなかった。とこ  

ろが近年、機器の進歩・普及に伴ない．生f斬吉性物質や  

高分子生体成分 さらに代謝産物への優れた分離能．感  

度等か実証されるに及び，揮発性や化学安定性に乏しい  

上里虫 
＿  

1．いtr仙∩  

2．Ochratoxln A  

5．Aflatoxln G群  

句．Aflaroxln B群  

5．Sterうgmatocystjn  

l■■  

0  1  2  3  4  
（m†【）  

Condlthn  

Column：Zorbax ODS 4．6 ¢x150汀¶  

Mobile phase：MeOH－HlO（8＋2）  

Flowrate：1mりm†∩，52Kg／Cm 2  

Detector：UV．327nm，0．040D．  

Temp．：400c  

Cond†いon  

Colurnn：Zorbax ODS 4．6かり50nTTI  

Mobile phase：Acetonitrile－HlO－Acetic Acid  
0・ 

F，。Wrate：－m。。m 

Detector：UV．327 nm，0．04 0D．  

Te叩．：40 0c  

図6 各種マイコトキシンの高速液体クロマトグラム  
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により，OCT－Aをはじめ，シトリニン． アフラトキ  

シン，ステリグマトシスチンを同時検出した（図6）．   

し3）酵素免疫測定法   

マイコトキシンを特異的に，感度良く測定する方法と  

して．酵素免疫測定法は，最近期待が持たれている。C－  

hu．68）pestka，69’Morgan，7C）Lee7＝らは，OCT－Aに対す  

るウサギあるいは牛の抗血清を作成し，ラジオイムノアリ  

セイや酵素抗体法（ELISA）を応用して，穀物などの  

OCT－Aを測定した。また，千葉らT2）は，モノクロナー  

ル抗体を作成し．OCT－A及びBの検出・定量を行なっ  

た。本法では，OCTAとBの交差反応が排除できて．  

Aのみの特異的な定量が可能であると述べられている。  

Vl結び  

マイコトキシンの問題は，1947～1954年の我が国にお  

ける黄変米事件，また世界的には，1960年の英国での七  

面鳥大量艶死事故などを契機として．国家的な規模で取  

組が行なわれるようになった。その後，多くの研究者の  

精力的な調査により，原因の究明，実態言周査，更に，そ  

の幾つかについては対策もたてられている。マイコトキ  

シンは．分っているものだけでも300数十種以上と言わ  

れ，なお現在も追加され続けている。本稿では，その中  

の代表的な1例としてOCTを取り上げ，分析関係の仕  

事を中心に，その概略を述べた。しかし，既述の通り，  

OCTに関して，解明されているのは部分的内容のみで  

ある。マイコトキシンの取組は，典型的には，ヒト及び  

家畜の中毒原因の究明に始まり，徐々にその概要が解明  

されるパターンの積重ねであった。   

植牛勿の枯葉．動物などの排泄牛勿・死骸など，分解・整  

理にあたる重要な働き手，かびは，土壌中のフローラが  

何らかの環境変化を受けると．一転して作物に被害を多  

発させる植物病原菌の異常増殖を言再発させる。さらに収  

穫物に着生し，増殖するかびは，ほ場で生育するもの，  

あるいは保存時に生ずるものに大きく分かれながら，食  

糧をむしばんでいる。また，有害かびによるマイコトキ  

シン産生の問題も加味すると，ヒト及び動物の食餌供給  

に重大な脅威を与えかねない相手である。したがって，  

さらに正確に“かび及びかび毒”の全容を解明する必要  

があり，そのために地道な調査研究成果の集積が期待さ  

れる。  
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